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主産地毎にみた近年の国内産小麦に対する
需要の変化と需要拡大に向けた新たな動き

総括上席研究官（農業・農村領域）吉田　行郷

１．はじめに
　近年，強力系小麦も含めた新品種の導入，品質向
上，使用技術の開発等を背景に，国内産小麦に対す
る需要は大きく変化しています。そこで，本報告で
は，国内産小麦のフードシステムがどのように変容
したかを主産地毎に示し，今後の国内産小麦の需要
拡大に向けた課題を明らかにしました。 

２．変貌を遂げる主産地での小麦生産 
　中力系小麦では，北海道で「ホクシン」から「き
たほなみ」へ全面転換が行われ，関東でも長らく生
産の大宗を占めていた「農林61号」から「さとのそ
ら」への転換が急速に進展しています（第１図）。
これらに対して，九州では古い品種の生産を継続し
ています。 
　強力系小麦では，北海道で「ゆめちから」の生産
量が急増しています。九州では「ミナミノカオリ」
が４県すべてで生産されるようになり，「ラー麦」
の生産量も着実に増加しています。関東でも，４県
すべてで強力系小麦の作付を実現しました。
　このように北海道で大手２次加工メーカーが使用
可能な品質と量の中力系小麦と強力系小麦が揃い，
九州でもそれに準ずる供給体制が整いつつありま
す。これらにより，我が国における小麦製品での国
内産小麦の使用状況を大きく変える可能性が出てき
ています。

３．主産地毎に見た国内産小麦のサプライ
チェーン

　北海道産は８割以上が道外に移出され，主に大手
２次加工メーカーが全国展開する製品の原料で使用

しています。他方，九州産は７割が九州内で製粉さ
れ，主に九州内の中小２次加工メーカーが使用して
います。これらに対して，関東産はその多くが関東
内で製粉され，外国産とブレンドされて大手２次加
工メーカーの製品等で使用されています。
　このように，これまで３主産地産の小麦は，使
われ方が異なり棲み分けられてきました。 しかし，
今後，各主産地での小麦の生産量がさらに増加する
と，外国産との競合関係も強まり，３主産地間の競
合関係が強まるものと考えられます。
　既に，北海道産と九州産とが競合関係にあること
を示す動きも出てきています（第２図）。九州産の
不作（５年連続）の方が北海道産の不作（３年連続）
より長かったこともあり，平成26年産の入札取引ま
では強力系小麦では大きな価格差が存在していたの
が，一気に価格差が縮まり，北海道産の方が安く
なってしまいました。こうした動きにより，北海道
産の方が品質面で高く評価されている一方，北海道
産に対して「割安」というメリットにより安定した
需要を確保していた九州産が，そのメリットを失っ
てしまい，27年産の入札取引では，九州産の価格が
大きく下落しています。　
　そして，こうした競合関係の強まりを受けて，そ
れぞれ主産地毎に異なる形で形成されてきた国内産
小麦のサプライチェーンも，より広域なものに変
わっていく必要が出てきます。

４．主産地産毎に見た国内産小麦の近年の
消費動向 

　北海道産は，全国流通する大手２次加工メーカー
製の「国内産小麦使用」，「北海道産小麦使用」表示
のある製品で独自の需要を確立しています。 

　そして，強力系小麦の増
産等により，こうした「国
内産小麦使用」表示製品
が，うどんから冷やし中
華，ラーメン，パンへと製
品の種類でも拡大していま
す（第１表，第３図）。 
　他方，九州産は，九州域
内で流通する「九州産小麦
使用」表示のある製品で独
自の需要を確立していま
す。特に，「モチモチした

第１図　北海道，九州，関東における主な小麦品種の導入状況（2014年現在）
資料:農林水産省「品種登録ホームページ」.
注⑴各品種の欄にある年数は, 品種登録年である.
　⑵網がけされた品種は強力系小麦であり, それ以外は中力系小麦である.
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　近年，国内産小麦に対する評価は大きく向上しま
したが，他方で，北海道や関東における品種転換に
ついては，需要が供給の拡大スピードに追いつか
ず，供給過剰を引き起こしました。　 
　また，九州産の「チクゴイズミ」，「ミナミノカオ
リ」は，近年需要が拡大していましたが，そのス
ピードに見合った増産ができず価格が上昇してしま
いました。そして，外国産，北海道産に対する割安
感というメリットがなくなり，一転して供給過剰と
なりました。
　このような課題が発生しているということは，

「小麦のサプライチェーン内で，２次加工メーカー
から小麦の生産者に情報が伝達されない」という従
来から指摘されている課題が未だに解決していない
ことを示していると言えます。
　また，新たに導入される品種の数が増加する中で，
以前から作られている品種が未整理なため，作付品
種が増え過ぎることも課題になってきています。
　このほか，国内産小麦を使用し，そのことを表示
することで差別化を図る製品が全体的には増加して
いるものの，消費地によってその程度に違いがみら
れ，それぞれの消費地で，そうした取組の普及・定
着が不十分な分野が存在していることも明らかに
なっています。

第３図　国内産小麦使用食パンの販売額の推移（首都圏）
資料：日本経済新聞デジタルメディア社による首都圏スーパー

マーケット等95店舗におけるPOSデータから筆者が集計．
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食感」を出せる「チクゴイズミ」の評価が高まり，
つけ麺等の一部の用途では首都圏等でも需要が拡大
しています。 
　また，前述のように，九州産の「ミナミノカオ
リ」は，北海道産より品質面で劣るものの，平成25
年産までは価格面で比較優位にあり，九州内だけで
なく，首都圏，関西圏でも使用されるなど，国産志
向の強い消費者向け需要を中華麺やパン用で確保し
ていました。加えて，新たに導入された「ラー麦」
の需要も着実に拡大しています。 
　これらに対して，関東産は，「農林61号」から「さ
とのそら」への全面転換で，外国産小麦とのブレン
ドではなく，単独での使用が拡大すると見込まれて
います。そして，最近，関東各県で強力系小麦が生
産され始めたのを受けて，新たな用途が広がってい
ます。 
　このように，民間流通制度の導入後，強力系小麦
も含めた新品種の導入や使用技術の向上を背景に，
国内産小麦を積極的に活用しようとする新たな動き
が出てきており，それが国内産小麦に対する評価を
大きく向上させてきています。

５．小麦の需要拡大に向けた今後の課題

2009年 2013年

順位 製造企業の規模・産地表示 販売金額
シェア 順位 製造企業の規模・産地表示 販売金額

シェア
1 大手製品（国内産小麦使用表示なし） 13.3 1 大手製品（国内産小麦使用表示なし） 17.1 
2 大手製品（国内産小麦使用表示なし） 10.8 2 大手製品（国内産小麦使用表示あり） 10.5 
3 大手製品（国内産小麦使用表示なし） 8.8 3 大手製品（国内産小麦使用表示なし） 8.1 
4 大手製品（北海道産小麦使用表示あり） 5.2 4 大手製品（国内産小麦使用表示なし） 4.9 
5 大手製品（国内産小麦使用表示なし） 4.7 5 大手製品（国内産小麦使用表示あり） 4.7 
6 大手製品（国内産小麦使用表示なし） 4.1 6 中小製品（国内産小麦使用表示なし） 4.0 
7 中小製品（国内産小麦使用表示なし） 3.9 7 大手製品（北海道産小麦使用表示あり） 3.7 
8 大手製品（国内産小麦使用表示なし） 3.6 8 大手製品（国内産小麦使用表示あり） 3.4 
9 大手製品（北海道産小麦使用表示あり） 3.5 9 大手製品（北海道産小麦使用表示あり） 3.1 
10 大手製品（国内産小麦使用表示なし） 2.8 10 大手製品（国内産小麦使用表示なし） 2.8 

上位10製品の売上高に占める国内産小麦使用表示
のある製品のシェア（％） 14.4 上位10製品の売上高に占める国内産小麦使用表

示のある製品のシェア（％） 40.9 

第１表　生冷やし中華そば（チルド）の販売金額ランキングの変化（首都圏）

資料：日経メディアマーケッティング社による首都圏スーパーマーケット等（2009年：93店，2013年：101店）におけるPOSデータ
に基づき筆者が集計．

注⑴　　は，2014年４月時点において，既に国内産小麦使用表示の新製品に差し替えられている．
　⑵2009年は2009年４月から2010年２月までの値であり，2013年は2013年１月から12月の値である．

第２図　北海道産小麦と九州産小麦の価格比較（強
力系小麦）

資料：（一社）全国米麦改良協会「民間流通に係る入札結果の概要」．
注：価格は，各年における落札加重平均価格（税別）である．
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概要


文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。
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